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1. 2023年9月期第1四半期の連結業績（2022年10月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年9月期第1四半期 409 231.9 △90 ― △62 ― △62 ―

2022年9月期第1四半期 123 39.0 △102 ― △20 ― △25 ―

（注）包括利益 2023年9月期第1四半期　　△86百万円 （―％） 2022年9月期第1四半期　　△25百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年9月期第1四半期 △16.94 ―

2022年9月期第1四半期 △6.93 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年9月期第1四半期 2,116 1,640 77.5

2022年9月期 2,214 1,726 78.0

（参考）自己資本 2023年9月期第1四半期 1,640百万円 2022年9月期 1,726百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年9月期 ―

2023年9月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 9月期の連結業績予想（2022年10月 1日～2023年 9月30日）

　2022年3月から我国の水際対策が徐々に緩和されたことに伴い、2022年7月には新型コロナウイルス感染拡大後初めての海外旅行を催行することができ
ました。しかし、海外旅行の回復には、国内外の感染状況のみならず、我が国への入国者数の上限規制が大きな妨げになっておりました。この点、政府に
より1日5万人を目途とされていた入国者数の上限が2022年10月11日以降撤廃され、これを契機に海外旅行の本格的な回復が始まるものと期待される一
方、我が国のみならず海外諸国における新型コロナウイルス感染状況にも海外旅行需要が大きく左右される事から、ある程度の確度を持った需要予想を
立てることが困難な環境にあります。

　そのため、今後の収益見通しを合理的に見積もることが困難なことから、2023年9月期の業績予想は現時点では未定とさせていただきます。今後、入国
者数の上限撤廃の効果が現れ、我が国からの海外旅行需要の回復度合が見積可能となった時点で、速やかに業績予想を公表いたします。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年9月期1Q 3,690,000 株 2022年9月期 3,690,000 株

② 期末自己株式数 2023年9月期1Q 26 株 2022年9月期 26 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年9月期1Q 3,689,974 株 2022年9月期1Q 3,689,974 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、資源価格の上昇、円安の進行、インフレによる景気悪化懸

念、地政学リスクの高まり等、前連結会計年度から引き続き大きな環境変化の下にあります。また、国内において

新型コロナウイルス感染拡大の影響はいまだ去っておりませんが、ウィズコロナの生活様式も定着しつつあり、社

会経済の正常化へ徐々に前進していると感じられます。

当社グループにおきましては、新型コロナウイルス感染拡大により催行を取りやめておりました海外団体旅行

を、2022年7月に再開いたしました。当第1四半期連結累計期間については、海外旅行の本格的な回復へ向かって助

走を開始した段階といえます。また、国内旅行に関しましては、政府による全国旅行支援の追い風等もあり、11月

度に過去最高売上を更新いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は409百万円（前年同四半期比231.9％増加）、営業損失は90百

万円（前年同四半期は営業損失102百万円）、経常損失は62百万円（前年同四半期は経常損失20百万円）、親会社

株主に帰属する四半期純損失は62百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失25百万円）となりま

した。経常損失には、助成金等収入26百万円が反映されております。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期末における資産合計は2,116百万円、負債合計は475百万円、純資産合計は1,640百万円となりまし

た。前期末比では、主として営業未収入金の減少と、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により、資産合計

は98百万円減、負債合計は12百万円減、純資産合計は86百万円減となり、自己資本比率は77.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月から我国の水際対策が徐々に緩和されたことに伴い、2022年7月には新型コロナウイルス感染拡大後初

めての海外旅行を催行することができました。しかし、海外旅行の回復には、国内外の感染状況のみならず、我が

国への入国者数の上限規制が大きな妨げになっておりました。この点、政府により1日5万人を目途とされていた入

国者数の上限が2022年10月11日以降撤廃され、これを契機に海外旅行の本格的な回復が始まるものと期待される一

方、我が国のみならず海外諸国における新型コロナウイルス感染状況にも海外旅行需要が大きく左右される事か

ら、ある程度の確度を持った需要予想を立てることが困難な環境にあります。

そのため、今後の収益見通しを合理的に見積もることが困難なことから、2023年9月期の業績予想は現時点では

未定とさせていただきます。今後、入国者数の上限撤廃の効果が現れ、我が国からの海外旅行需要の回復度合が見

積可能となった時点で、速やかに業績予想を公表いたします。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に

関する会計上の見積りの仮定について重要な変更はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、海外旅行及びこれに関連する旅行傷害保険等のサービスを行う旅行業を営んでおり、単一セ

グメントであるため記載を省略しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、新型コロナウイルス感染拡大を受け、2020年3月25日付で外務省より、全世界に対しての危険情

報「レベル2（不要不急の渡航はやめて下さい。）」の発出がなされて以降、日本からの海外旅行の催行が事実上不

可能な状況が続いておりました。2022年4月1日付で外務省より、106カ国について海外感染症危険情報がレベル3から

レベル2に引下げられる等、水際対策の緩和に合わせ一定の制約下での海外団体旅行を再開したものの、海外旅行需

要の本格的な回復にはいまだ至っておりません。

その結果、連結営業損失及び連結営業キャッシュ・フローのマイナスが2期以上連続しており、今後の海外旅行需

要の動向、減少している国際旅客便数の回復状況等によっては、当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりますが、かかる

状況に対応するため、一部業務の休業、雇用調整助成金等の公的制度の活用、役員報酬総額の削減、給与の一部見直

し、広告費の抑制などによる販売費及び一般管理費の削減を前連結会計年度から継続して実施しております。また、

国内旅行部門での収益確保のために一部社内資源の投下も継続しております。2022年3月の水際対策緩和後は、海外

旅行商品の拡充、会報誌の発行部数の増加など海外旅行の営業も本格的に再開しております。

これらの対応策により、当社グループの資金繰りに関しましては、少なくとも当連結会計年度末までの事業継続に

必要な水準を確保しております。

加えて、当第１四半期連結会計期間末の現金及び預金残高から旅行前受金残高を控除して1,186百万円の残高とな

る一方、当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費の総額は149百万円であり、借入金残高もないことか

ら、当面の資金繰りについては問題ないと考えております。

以上より、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。
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